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奨
励
賞

「
シ
ッ
ク
マ
ザ
ー
症
候
群
」 

栗
山
惠
久
子
（
東
京
都
府
中
市
）

「
シ
ャ
レ
コ
ウ
ベ
の
望
郷
」 

西
島
雅
博　
（
東
京
都
三
鷹
市
）

「
精
神
科
病
棟
を
出
て
」 

寺
内
な
つ
き
（
東
京
都
中
野
区
）

「
妹
、
志
津
の
失
明
」 

印
南
房
吉　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
開
運
日
」 

若
草
田
ひ
ず
る（
鹿
児
島
県
肝
属
郡
）

「
左
腕
を
追
い
か
け
て
」 

藤
田
陽
子　
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

「
鼻
垂
れ
小
僧
で
あ
り
た
い
」
佐
藤
隆
定　
（
岐
阜
県
美
濃
市
）

「
二
条
市
場
と
か
く
ま
き
の
道
」
金
田
一
淳　
（
青
森
県
三
戸
郡
）

「
病
院
の
廊
下
」 

奥
畑
信
子　
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

「
三
人
の
少
女
」 

佐
久
間
恵　
（
東
京
都
墨
田
区
）

「
東
京
学
生
会
館
に
い
た
頃
」
小
林
俊
英　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
） 　

「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞

第
８
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
　

発
表

　

二
〇
一
二
年
度
第
８
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
に
多
数
の
御

応
募
を
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回

も
日
本
国
内
お
よ
び
世
界
か
ら
四
五
〇
篇
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
十

代
か
ら
八
十
歳
代
ま
で
と
、
幅
広
い
世
代
に
わ
た
っ
た
ば
か
り
で
な

く
、
地
域
的
に
も
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
と
世
界

中
か
ら
御
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
過
去
の
重
要
な
記
録
や
最

近
の
科
学
の
先
端
の
記
録
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、
よ
い
作
品
が
実
に
た

く
さ
ん
集
ま
っ
た
、
充
実
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
の
通
り
ま
ず
選
考
委
員
会
予
選
担
当
に
よ
る
第
一
次
・
二
次

選
考
、
続
い
て
第
三
次
選
考
が
行
な
わ
れ
、
最
後
に
三
神
弘
、
水
木

亮
、
福
岡
哲
司
、
都
築
隆
広
、
五
十
嵐
勉
五
人
の
選
考
委
員
に
よ
っ

て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
以
下
の
通
り
受
賞
作

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
号
に
は
当
選
作
お
よ
び
優
秀
賞
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
以
後
奨
励
賞
、
入
選
作
も
、
極
力
「
文
芸
思
潮
」
誌
上
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
御
期
待
く
だ
さ
い
。

　

第
９
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
は
明
年
も
ほ
ぼ
同
じ
要
領
で

募
集
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。

　

な
お
授
賞
式
は
明
年
一
月
二
十
六
日
（
土
）
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
で

行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
御
出
席
く
だ
さ
い
。

優
秀
賞

　第8回エッセイ賞発表
エ
ッ
セ
イ
賞

最
優
秀
賞

「
祖
母
の
は
な
し
」

　
　
　
　

ハ
ム
ダ
な
お
こ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）

「
氷つ

ら
ら柱
の
涙
」

　
　
　
　

岬
健
太
郎
（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）

「
音
楽
に
す
く
わ
れ
る
も
の
」

　
　
　
　

松
岡
久
仁
子
（
東
京
都
杉
並
区
）

「
泥
棒
市
の
ヨ
ガ
行
者
」 

な
ら
は
た
か
し 

　
　
　
　
　
　
　
（
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ヘ
ル
ト
ー
ヘ
ン
ボ
ス
市
）

「
ア
ヒ
ル
が
消
え
た
日
」 

む
か
い
は
つ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
古
い
金
庫
と
命
の
重
さ
」ゴ
ル
ビ
ー
長
田（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
枝
豆
と
私
」　　
　
　
　
　

三
枝
花
里
（
埼
玉
県
所
沢
市
）

「
角
封
筒
」 

山
崎
文
男
（
長
野
県
上
田
市
）

「
の
ん
べ
え
と
ウ
ソ
べ
え
」 

山
田
ま
さ
子（
東
京
都
国
立
市
）

「
つ
ま
づ
き
こ
そ
」 

早
川
実
花
（
佐
賀
県
佐
賀
市
）

「
父
の
手
」 

美
山
有
希
（
福
岡
県
福
岡
市
）

「
瘤
の
声
」 

山
崎
人
功（
長
野
県
安
曇
野
市
）

「
祖
母
の
置
き
土
産
」 

木
村
令
胡（
福
島
県
会
津
若
松
市
）

「
夕
陽
の
な
か
の
ド
ン
兵
衛
」 

榎
並
掬
水
（
広
島
県
広
島
市
）

「
褪
せ
た
空
手
着
」 

斎
藤　

望
（
北
海
道
紋
別
市
）

「
介
護
は
バ
ラ
色
」 

外
山
寛
子（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
千
変
万
化
」 

鈴
木
綾
子（
徳
島
県
小
松
島
市
）

「
赤
ま
ん
ま
の
絆
」 

安
江
康
治
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）

「
最
後
の
仕
事
│
白
血
病
と
闘
っ
た
先
生
に
捧
ぐ
│
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野
夕
子（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

「
一
勺
」　　
　
　
　
　
よ
す
み
こ
う
す
け
（
大
阪
府
高
槻
市
）

「『
プ
リ
ン
セ
ス
・
ト
ヨ
ト
ミ
』
と
大
阪
へ
の
旅
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
恵
三
（
石
川
県
金
沢
市
）

「
空
白
の
心
境
」　　
　
　

木
戸
竜
之
介（
栃
木
県
那
須
塩
原
市
）

第
８
回

文
芸
思
潮

「
関
心
は
半
病
床
の
中
」　
村
上　

柊
（
東
京
都
多
摩
市
）

「
鉄
塔
」　　
　
　

さ
い
と
う
み
ち
子（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
虹
色
の
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
」森
千
恵
子　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

「
空
へ
登
る
汽
車
」　　

田
中
濱
子
（
大
阪
府
豊
中
市
）

「
み
た
ら
し
団
子
」　　

奥
田　

登
（
京
都
府
相
楽
郡
）
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佳
作

「
月
夜
の
ウ
サ
ギ
」　　
　
　
　

高
岡
啓
次
郎
（
北
海
道
苫
小
牧
市
）

「
届
か
な
い
手
紙
」　　
　
　
　

か
ま
だ
ま
こ
と
（
北
海
道
札
幌
市
）

「
オ
レ
ン
ジ
色
の
夕
焼
け
」　　

宇
田
一
紘
（
東
京
都
練
馬
区
）

「
冬
の
月
」　　
　
　
　
　
　
　

中
谷
万
勲
（
福
井
県
福
井
市
）

「
三
十
路
を
ゆ
け
ば
」　　
　
　

林　

由
貴
（
北
海
道
札
幌
市
）

「
さ
ら
ば
９
４
０
７
番
」　　
　

凹
田
連
三
（
山
梨
県
笛
吹
市
）

「『
お
盆
』
は
古
代
イ
ン
ド
語
」
小
笠
原
幹
夫
（
埼
玉
県
狭
山
市
）

「
粋
な
計
ら
い
」　　
　
　
　
　

岩
谷
隆
司
（
三
重
県
亀
山
市
）

「
あ
る
記
憶
喪
失
」　　
　
　
　

本
松
秀
茂
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

「
わ
が
家
の
電
化
の
歴
史
」　　

菅
宮
慶
江
（
千
葉
県
銚
子
市
）

「
懐
か
し
い
空
母
葛
城
」　　
　

郷　

芳
美
（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）

「
老
愁
」　　
　
　
　
　
　
　
　

原
石　

寛
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

「
バ
ー
ヤ
ア
ン
ジ
ン
さ
ん
」　　

横
笛
存
生
（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）

「
命
の
花
咲
く
」　　
　
　
　
　

鳩　

平
和
（
兵
庫
県
姫
路
市
）

「
追
い
か
け
て
い
た
白
の
意
味
」
橘　

宮
道
（
福
岡
県
福
岡
市
）

「
今
だ
し
母
の
戦
後
」　　
　
　

谷　

都
留
子
（
東
京
都
杉
並
区
）

「
時
空
の
雑
器
」　　
　
　
　
　

川
西
葉
吉
（
岐
阜
県
多
治
見
市
）

「
五
十
才
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」　　

志
村
美
子
（
福
岡
県
福
岡
市
）

「
母
と
一
粒
の
米
」　　
　
　
　

成
瀬
富
貴
子
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

「
父
母
蛙
」　　
　
　
　
　
　
　

南
條
美
起
子
（
埼
玉
県
越
谷
市
）

「
茶
摘
み
の
こ
ろ
」　　
　
　
　

徳
重
総
章
（
埼
玉
県
行
田
市
）

「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
」　　
　
　
　

七
里
彰
人
（
愛
知
県
安
城
市
）

「
ハ
ム
」　　
　
　
　
　
　
　
　

三
田
村
正
彦
（
京
都
府
京
都
市
）

「
僧
侶
に
な
っ
た
君
と
」　　
　

坂
上
翔
馬
（
埼
玉
県
川
口
市
）

「
娘
と
私
」　　
　
　
　
　
　
　

西
田
美
智
子
（
東
京
都
八
王
子
市
）

「
二
十
七
年
目
の
結
論
」　　
　

永
田
俊
英
（
茨
城
県
鉾
田
市
）

「
原
郷
、
小
さ
き
漁
港
に
て
」　

日
野
笙
子
（
北
海
道
札
幌
市
）

「
彼
氏
い
な
い
歴
３
０
年
が
語
る
、
い
い
フ
ラ
れ
方
と
悪
い
フ
ラ
れ
方
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
田
ス
ウ
（
東
京
都
練
馬
区
）

「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ス
カ
イ
」　　

竹
内
秀
子
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

「
衰
え
た
目
玉
か
ら
の
、
意
外
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
義
弘
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

「
ど
い
っ
ち
」　　
　
　
　
　
　

村
田
和
哉
（
福
岡
県
福
岡
市
）

「
風
花
」　　
　
　
　
　
　
　
　

舟
橋
空
兎
（
愛
知
県
尾
張
旭
市
）

「
二
匹
と
二
人
」　　
　
　
　
　

池
山
弘
徳
（
宮
崎
県
都
城
市
）

「
か
ぼ
ち
ゃ
団
子
」　　
　
　
　

大
樹
独
活
（
三
重
県
四
日
市
市
）

「
白
く
輝
い
た
お
に
ぎ
り
」　　

田
賀
せ
い
し
（
北
海
道
石
狩
市
）

「
紫
色
の
か
す
み
草
」　　
　
　

小
林
明
子
（
北
海
道
札
幌
市
）

「
安
喰
善
作
」　　
　
　
　
　
　

高
見
け
い
（
東
京
都
杉
並
区
）

「
ス
ワ
ン
の
旅
立
ち
」　　
　
　

森　

幸
夫
（
福
岡
県
福
岡
市
）

「
日
印
の
狭
間
で
」
李
耶
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
（
イ
ン
ド
・
オ
リ
ッ
サ
州 

）

「
明
日
へ
の
希
望
」　　
　
　
　

藤
沢
梨
沙
（
大
阪
府
堺
市
）

「
き
も
の
」　　
　
　
　
　
　

太
田
美
年
子
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
今
日
は
持
っ
て
行
か
ん
の
か
」
中　

他
見
男
（
大
阪
府
大
阪
市
）

「
ム
ク
や
」　　
　
　
　
　
　
　

守
屋
正
雄
（
東
京
都
町
田
市
）

「
ギ
プ
ス
と
エ
ン
コ
ウ
」　　
　

神
谷
久
香
（
高
知
県
吾
川
郡
）

「
霧
の
く
に
随
想
」　　
　
　
　

宮
前
寿
子
（
石
川
県
加
賀
市
）

「
逆
走
」　　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本
吉
史
（
大
阪
府
大
阪
市
）

「
思
え
ば
遠
く
来
た
も
ん
だ
」　

山
田
吉
生
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

「
再
生
の
空
」　　
　
　
　
　
　

塩
坂
佳
子
（
東
京
都
板
橋
区
）

「
６
３
年
前
の
恐
怖
の
一
夜
、
そ
し
て
大
震
災
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
雅
子
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

「
思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
矢
尾
博
子
（
福
井
県
福
井
市
）

「
湯
け
む
り
の
中
の
わ
が
故
郷
」
古
野
明
子
（
福
岡
県
福
岡
市
）

「
チ
ェ
リ
ー
ピ
ン
ク
の
車
」　　

坂
本
か
つ
え
（
山
梨
県
北
杜
市
）

「『
歌
会
始
の
儀
』
預
選
者
と
し
て
」
野
上
卓
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

「
熱
油
」　　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
き
よ
子
（
千
葉
県
千
葉
市
）

「
丸
い
背
中
」　　
　
　
　
　
　

峰　

裕　
（
東
京
都
墨
田
区
）

「
夕
闇
の
ロ
ン
ド
」　　
　
　
　

井
上
幸
子
（
岡
山
県
津
山
市
）

「
小
惑
星
探
査
機『
は
や
ぶ
さ
』が
持
ち
帰
っ
て
き
た
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漆
畑
晨
斗
（
静
岡
県
駿
東
郡
）

「
自
動
車
の
安
全
装
備
に
対
す
る
提
言
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
村
紀
昭（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

「
ナ
ー
ス
あ
が
り
」　　
　

小
野
友
貴
枝（
神
奈
川
県
秦
野
市
）

「
地
方
国
立
大
学
の
教
育
力
・
研
究
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

穏
健
な
る
提
案
」　　
　
　
　

邪
馬
知
賢
（
岡
山
県
赤
磐
市
）

科
学
記
録
特
別
賞

社
会
批
評
奨
励
賞

エッセイ賞　選評
エ
ッ
セ
イ
賞

第
８
回

文
芸
思
潮
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「
ぬ
く
も
り
」　　
　
　
　
　
　

松
田
い
く
み

「
光
の
差
す
ほ
う
へ
」　　
　
　

優
輝

「
生
き
る
」　　
　
　
　
　
　
　

河
合
千
都

「
大
地
に
充
ち
る
歌
」　　
　
　

神
戸
朋
子

「
１
４
才
の
記
憶
」　　
　
　
　

稲
葉
ま
き

「
囲
む
食
卓
」　　
　
　
　
　
　

古
川　

鯉

「
時
の
流
れ
は
早
す
ぎ
て
」　　

堤　

京
子

社
会
批
評
賞
入
選

「
反
比
例
す
る
進
歩
と
廃
退
」　

ゆ
り
か
ゆ
み
か

「
手
す
り
は
必
要
か
」　　
　
　

小
林
理
樹

「
本
当
に
大
切
な
こ
と
」　　
　

滝
川
正
巳

「
学
力
低
下
は
氷
山
の
一
角
」　

富
嶽
庵

「
絶
望
か
ら
の
出
発
│
愛
の
力
」
金
井
秀
子

入
選

「
源
さ
ん
」　　
　
　
　
　
　
　

山
田
和
彦

「
あ
る
錯
乱
の
記
憶
」　　
　
　

竹
越
あ
き
を

「
人
の
縁
」　　
　
　
　
　
　
　

長
坂
隆
雄

「
空
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎　

明
子

「
遠
い
『
く
に
』
の
友
」　　
　

原　

節
子

「
母
の
家
」　　
　
　
　
　
　
　

山
県
大
慈

「
深
界
」　　
　
　
　
　
　
　
　

山
吹
た
か
し

「
カ
カ
」　　
　
　
　
　
　
　
　

木
下
日
眞
子

「
冬
の
セ
キ
レ
イ
」　　
　
　
　

吉
田
宏
子

「
人
相
の
本
」　　
　
　
　
　
　

渡
邊　

敏

「
昼
休
み
の
二
考
察
」　　
　
　

可
孤
島
育
途

「
額
の
ぬ
く
も
り
」　　
　
　
　

世
波
場
葉

「
今
晩
は
」　　
　
　
　
　
　
　

飯
島
も
と
め

「
児
童
虐
待
が
跡
を
絶
た
な
い
。」
鈴
木
幸
子

「
さ
よ
な
ら
子
宮
」　　
　
　
　

ほ
り　

け
い

「
K
へ
」　　
　
　
　
　
　
　
　

こ
も
も

「
蛍
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
山
育
司

「
天
使
は
健
在
？
」　　
　
　
　

錦
織
佳
代
子

「
秋
桜
忌
」　　
　
　
　
　
　
　

白
楊
風
子

「
白
い
割
烹
着
」　　
　
　
　
　

浜
木
綿

「
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
」　　
　
　

宮
尾
美
明

「
ス
タ
ー
ト　

ミ
ー　

ア
ッ
プ
」
小
野
寺
悠
記

「
ク
ラ
ウ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
」　　

森　

響
子


